
令和６年度南海トラフ地震に関する県民意識調査結果（概要）

１ 調査の概要

県民の大規模地震に対する意識や対策の実施状況、経年変化等を把握するため、毎

年 11月から１月にかけて、県民意識調査を実施しており、今回で 24回目となる。

昨年度は、調査期間中に能登半島地震が発生し、その前後で県民の防災に対する意

識が高揚したことが明らかとなったことから、地震発生前後に分け集計を行った。

また、今年度は８月８日（木）に気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震

注意）」が発表されたことを受け、臨時で「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）

に関する県民意識調査」を実施したため、一部の調査内容について本結果の経年比較

の対象としている。

２ 主な調査結果（２％以上の増を「↑」、減を「↓」、それ以内の変動を「→」と表記）

（１）南海トラフ地震に関する関心について（回答数 3,782）

（２）津波に対する行動について（回答数3,782）

（危機情報課）

調 査 項 目 ４年度

５年度 ５年度 8/8

臨時

情報後

６年度
地震前 地震後

南海トラフ地震

の関心度

非常に関心がある 64.1% → 62.2% ↑ 81.7% ↓ 68.3% ↑ 76.1%

多少関心がある 32.2% ↑ 35.1% ↓ 17.4% ↑ 29.1% ↓ 22.1%

あまり関心はない 3.2% → 2.4% → 0.5% → 2.4% → 1.6%

全く関心がない 0.5% → 0.4% → 0.4% → 0.3% → 0.3%

調 査 項 目 ４年度
５年度 ５年度

６年度
地震前 地震後

突然、震度６強

以上の地震（立っ

ていることが困

難な揺れ。家の中

では固定してい

ない家具類はほ

とんど倒れる。）

が起きた場合、あ

なたはどのよう

に行動しますか。

（浸水想定区域

にお住まいの方

は自宅や自宅周

辺で地震にあっ

た場合、それ以外

の方は沿岸を訪

れていて地震に

あった場合を想

定）

揺れを感じたら、直ちに近所の高
台や津波避難ビル、津波避難タワ
ー、命山などに避難する

42.5% ↑ 46.8% ↑ 52.8% → 53.3%

津波警報の発表を見聞きしてか
ら、近所の高台や津波避難ビル、
津波避難タワー、命山などに避難
する

33.1% ↓ 29.5% → 28.7% ↓ 26.2%

周りの人が避難している姿を見
たら、近所の高台や津波避難ビル、
津波避難タワー、命山などに避難
する

5.9% → 5.5% → 5.4% → 5.1%

早期避難意識 小計 81.5% → 81.8% ↑ 86.9% ↓ 84.6%

海の水が引いたり沖合に高い波
が見えたら、近所の高台や津波避
難ビル、津波避難タワー、命山な
どに避難する

1.1% → 0.8% → 0.6% → 0.7%

自宅に

とどまる

津波に対して十分な耐浪性
がある（と思われる）マン
ション等に住んでいるため 11.6% → 12.6% ↓ 9.8%

5.7%

避難が困難なため 3.7%
どのように行動したらよいかわ
からない

3.4% → 2.6% → 1.0% → 1.8%

その他 2.2% → 2.2% → 1.8% → 3.4%



（３）大規模地震に対する家庭内の備蓄について（回答数 3,782）

（４）「南海トラフ地震臨時情報」の認知度について（回答数 3,782）

（５）防災訓練・自主防災組織について（回答数 3,782）

３ 分析

・昨年度発生した能登半島地震以来、高い水準が維持され、災害を自分事として意

識した結果と思われる。

・南海トラフ地震に関する関心は、１月 13日に臨時情報が発表されたこともあり、

「非常に関心がある」が、８月８日臨時情報後の 68.3％から 76.1％と上昇するな

ど高い傾向にある。

・津波に対する行動については、「揺れを感じたら直ちに」「津波警報の発表を見聞

きしてから」「周りの人が避難している姿を見て」避難の合計は、昨年度の地震発

生後の 86.9％と比較すると 84.6％と下降しているが、地震発生前の 81.8％と比較

調 査 項 目 ４年度

５年度 ５年度 8/8

臨時

情報後

６年度
地震前 地震後

ローリングストックの認知度 85.7% → 85.4% ↑ 89.1% - - → 87.4%

食料備蓄状況

備蓄あり 91.5% → 90.0% ↑ 93.4% ↓ 90.2% ↑ 92.7%

７日分以上 13.5% ↑ 18.5% ↑ 22.1% ↓ 15.1% ↑ 21.4%

４～６日分 15.3% → 15.1% → 13.3% ↑ 19.2% ↓ 14.3%

１～３日分 62.7% ↓ 56.4% → 58.0% ↓ 55.9% → 57.0%

備蓄なし 5.6% → 5.8% → 4.1% → 2.6% ↑ 5.1%

飲料水備蓄状況

備蓄あり 89.0% → 90.9% → 92.0% → 90.8% ↑ 92.9%

７日分以上 14.8% ↑ 23.9% ↑ 27.0% → 18.9% ↑ 28.9%

４～６日分 15.8% → 15.1% → 15.7% → 19.3% ↓ 16.8%

１～３日分 58.4% ↓ 51.9% ↓ 49.3% ↓ 52.6% ↓ 47.2%

備蓄なし 8.5% ↓ 5.8% → 6.3% ↓ 2.6% ↑ 5.2%

携帯トイレ・

簡易トイレ

備蓄状況

備蓄あり 56.9% ↓ 53.7% ↑ 65.1% → 64.5% → 64.2%

７日分以上 10.2% ↑ 14.7% ↑ 20.4% ↓ 15.4% ↑ 23.0%

４～６日分 11.0% → 9.9% ↑ 13.2% ↑ 16.0% ↓ 11.8%

１～３日分 35.7% ↓ 29.1% ↑ 31.5% → 33.1% ↓ 29.4%

備蓄なし 37.4% ↑ 41.2% ↓ 31.1% ↓ 27.8% ↑ 33.6%

調 査 項 目 ４年度

５年度 ５年度 8/8

臨時

情報後

６年度
地震前 地震後

「南海トラフ地震

臨時情報」が発表

されることについ

て

知っている（内容を概

ね理解している）
24.4% ↑ 32.2% ↑ 37.0% ↑ 66.1% ↑ 76.6%

聞いたことはあるが、

内容は知らない
37.4% → 35.6% ↓ 32.0% ↓ 25.3% ↓ 19.7%

聞いたことがない 38.2% ↓ 32.2% → 31.1% ↓ 8.5% ↓ 3.7%

調 査 項 目 ４年度
５年度 ５年度

６年度
地震前 地震後

自主防災組織活動参加状況（何らかの活動に参加） 47.0% ↑ 49.5% ↑ 59.3% ↑ 63.1%



すると上昇するなど高い状況を維持している。

・家庭内備蓄については、８月８日臨時情報後と比較すると全体では若干の上昇に

とどまる。食料及び飲料水については９割以上が備蓄があるものの、携帯トイレ

等については６割程度にとどまっており、引き続き携帯トイレ等の普及が課題で

ある。また、いずれの項目も７日分以上の備蓄については、各項目６％～10％上

昇しているが、４～６日分備蓄の方々が７日分以上に増やした結果となっており、

１～３日分の方々の備蓄量の増加が課題である。

・南海トラフ地震臨時情報の認知度は、１月 13日に臨時情報が発表されたこともあ

り、「知っている」が、８月８日臨時情報後の 66.1％から 76.6％と更に上昇する

など高い傾向にある。

・自主防災組織活動参加状況についても、コロナ禍で低迷していたが、昨年度と比

較して上昇しており、コロナ禍前を上回っている。

４ 今後の取組

・自助の高い意識を維持・向上するため、「わたしの避難計画」の作成や食料などの

家庭内備蓄、特に携帯トイレ等の普及や７日分以上の備蓄の積み増しに向けた普

及活動を強化していく。

・コロナ禍後、低迷していた防災訓練など自主防災組織活動への参加意識が高まり

つつあり、市町と連携し、共助の活性化に向けた取組を強化していく。

５ その他

回答者の性別及び年齢層については、過去と大きな差異は無かった（下表参照）。

調査年度
性別 年代

男性 女性 その他 10 20 30 40 50 60 70 80 90

令和
４年度

回答
1,841

人数 911 922 8 17 97 197 422 503 395 184 26

割合(%) 49.5 50.1 0.4 0.9 5.3 11 22.9 27.3 21.5 10.0 1.4

令和
５年度

能登半島
地震前

回答
1,139

人数 575 560 4 15 83 146 215 337 202 117 22 2

割合(%) 50.5 49.2 0.4 1.3 7.3 12.8 18.9 29.6 17.7 10.3 1.9 0.2

能登半島
地震後

回答
820

人数 426 388 6 21 52 106 202 223 155 57 4 0

割合(%) 52.0 47.3 0.7 2.6 6.3 12.9 24.6 27.2 18.9 7.0 0.5 0.0

南海トラフ地震
臨時情報後

回答
5,890

人数 2,439 3,403 48 110 322 724 1,160 1,600 1,253 634 87

割合(%) 41.4 57.8 0.8 1.9 5.5 12.3 19.7 27.2 21.3 10.8 1.5

令和
６年度

回答
3,782

人数 2,076 1,687 19 74 228 537 746 1,055 746 360 36

割合(%) 54.9 44.6 0.5 2.0 6.0 14.2 19.7 27.9 19.7 9.5 1.0


